
長崎都心まちづくり構想では、長崎駅周辺再整備や長崎スタジアムシティなど、新たな集客拠点

で生まれる賑わいを都心部全体に波及させるため、「回遊性の向上」や「回遊目的の創造」などに

取り組む方針である。

また、長崎まちづくりのグランドデザイン2050においても、都心部に「人中心の楽しい都市空

間を創出しよう」という方針を位置づけている。

そのために、公共のみならず、民間投資や活力を活かし、目指すべき都市構造を進めていく必要

がある。

（２）活用できる制度概要

ア まちなかウォーカブル推進事業

市町村や民間事業者等が実施する、道路・公園・広場等の整備や修復・利活用、滞在環境の向上

に資する取組を、都市再生推進事業制度要綱に基づき国が重点的・一体的に支援（補助率1/2）す

るもの。

イ ウォーカブル推進税制

市町村による公共施設の整備・管理と一体となって、土地所有者等が交流・滞在空間（民地の

オープンスペース化や建物低層部のオープン化）を創出した場合に、地域決定型地方税制特例措

置（わがまち特例）による固定資産税・都市計画税の軽減（特例割合１/２）により支援するもの。
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1 目的

「居心地が良く歩きたくなる」まちなかづくり
（ウォーカブル区域の設定）

2 ウォーカブル区域とは

（１）概要

観光客やオフィスワーカー、高齢者や障害者の方々、若者や子育て世代など、まちに住み、又は

訪れる様々な人々が満足できるような「居心地が良く歩きたくなる」空間づくりを目指す区域。

※特例措置5年間
出典：国土交通省
ウェブサイト（官民
連携まちづくり
ポータルサイト）

出典：国土交通省
ウェブサイト

出典：国土交通省ウェブサイト
(WALKABLE PORTAL
ウォーカブルポータルサイト)



次の要件をみたす区域をウォーカブル区域（案）として設定する。 （１）静岡県静岡市

〇賑わいや活気を生み出すまちを目指し、中心市街地においてウォーカブルな空間の創出や回遊性

の向上。

〇ボウリング場の建替えにあわせて、全天候型の誰でも利用できる交流広場を整備。
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ウォーカブル区域（案）

3 長崎市におけるウォーカブル区域設定の考え方 4 実例（国土交通省HPより）

（２）宮崎県宮崎市

〇広島通りの無電柱化及び美装化に合わせ、民地・店舗前面の一部を広場化するとともに、テラス席

やデッキを設置し、滞在空間を整備。

出典：国土交通省
ウェブサイトを一
部加工して作成


